
様式１ 

実 践 報 告 資 料 

 

 研究テーマ『児童の自尊感情を育み、心豊かにたくましく生きる力の育成』 

   ～自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることをめざして～ 

 研 究 内 容【 (1)、(○2 )、(3)、(○4 ) 】 

学校名（尼崎市立難波小学校） 

ア 人権教育としてのねらい 

   教育活動全般を通して、児童や保護者の人権に関する知的理解や人権意識を高め、児童の自尊

感情や自己有能感、規範意識を高める。 

イ 研究の概要 

   人権教育を学校教育全体の中で、明確に位置づけ「自尊感情・自己有能感の伸長」「保護者へ

の啓発」「基礎学力の向上」を柱とし、全教職員で取り組む。また、自他の良さを認め合い、一

人ひとりを生かす教育を進め、それぞれが居心地のよい学級・学校づくりをする。 

 

領域 教 科 
道 徳 

（特別の教科 道徳） 
特別活動 総合的な学習の時間 

指導者 
４年担任 

１年担任 
全学級担任 全教職員 推進教員 

実施日 
１１月９日 

１２月３日 
１２月６日～１０日 ６月・11月・２月 ５月20日 

取組名 
プラタナスの木 

じどう車ずかんを つくろう 
人権週間 ハッピーハート活動 

「ネット依存」に 

ついて考えよう 

目 標 

 「できる」「わかる」

授業により、学力と自

己有能感の伸長をはか

る。 

（教科の目標は様式２

参照） 

自分を大切にすると

ともに、他の人を大切

にするなど、豊かな人

間関係づくりを含む人

権感覚を育成する。 

友だちの良さを見つ

けることで、豊かな人

間性を育て、調和のと

れた人格の形成を図

る。 

健康で健全な成長を

守るための行動を実践

しようとする態度を育

てる。 

資料名 

光村図書４年下「プラ

タナスの木」 

光村図書１年上「じど

う車ずかんを つくろ

う」 

各学年で複数使用  中日新聞記事 

朝日新聞記事 

 

 

 

指導内容

や指導方

法の工夫

等 

 

 

 めあてを立てて学習

し、振り返りを行うこ

とを徹底する。 

 評価規準を明示し目

標に向かって学習させ

る。 

写真・動画・具体物

などを効果的に活用し

「わかる」授業をめざ

す。 

  

 期間中、人権学習を

実施する。 

 「ハッピーハート」

活動を実施し、掲示す

る。 

 図書室に国際理解に

関する本のコーナーを

設置する。 

 人権週間の最終日

(１０日)を人権参観日

とし、全クラスで実施

する。 

 ハッピーハートカー

ドに、友だちの良いと

ころを記入し、回収す

る。 

 回収したカードを模

造紙に貼り教室前に掲

示する。 

 終了後に各クラスか

ら１点を選び、紹介の

放送を行う。 

 人権便りで保護者に

も紹介し、啓発を行う。 

 ネット依存度を調

べ、ネット依存の症状

を理解する。 

 ２つの新聞記事を読

み、問題点を考える。 

 どうすればネット依

存にならないのかを考

える。 

 持ち帰ったワークシ

ートをもとに家庭での

ルール作りを進める。 

 


